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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成21年10月1日(2009.10.1)

【公表番号】特表2009-510321(P2009-510321A)
【公表日】平成21年3月12日(2009.3.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-010
【出願番号】特願2008-532854(P2008-532854)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｂ  37/18     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/44     (2006.01)
   Ｆ０４Ｃ  25/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｂ  37/18    　　　　
   Ｃ２３Ｃ  16/44    　　　Ｅ
   Ｆ０４Ｃ  25/02    　　　Ｋ
   Ｆ０４Ｃ  25/02    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年8月14日(2009.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　凝縮性化学種と軽量ガスとを含有するガス流をポンピングする方法であって、
　吸気段と該吸気段の下流側の排気段とを含む多段真空ポンプにガス流を搬送する段階と
、
　前記吸気段の上流側又は該吸気段で前記ガス流に前記軽量ガスよりも重いパージガスを
付加して、前記排気段から該吸気段に向って該軽量ガスが移動するのを抑制すると共に前
記ポンプ内の凝縮性化学種の凝縮を抑制する段階と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記排気段は、前記吸気段の容積のせいぜい１／３の容積を有する、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記排気段は、前記吸気段の容積のせいぜい１／５の容積を有する、請求項１又は請求
項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記軽量ガスが少なくとも２０ｓｌｍの流量を有する時に、前記パージガスは、前記ガ
ス流に少なくとも１０ｓｌｍの割合で付加される、請求項１から請求項３のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項５】
　前記ポンプは、少なくとも３つの段を含む、請求項１から請求項４のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項６】
　前記パージガスは、窒素を含む、請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
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　更なるパージガスが、前記ポンプの段と段の間で該ポンプに供給される、請求項１から
請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記軽量ガスが少なくとも５０ｓｌｍの流量を有する時に、前記更なるパージガスは、
少なくとも２０ｓｌｍの流量で供給される、請求項１又は請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ポンプは、多段回転子アセンブリを収容する固定子を含み、任意の段が、互いに噛
み合ったＲｏｏｔｓ又はＮｏｒｔｈｅｙ回転子構成要素を含む、請求項１から請求項８の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　凝縮性化学種と軽量ガスとを含有するガス流をポンピングするための真空ポンピング装
置であって、
　吸気段と該吸気段の下流側の排気段とを含む多段真空ポンプと、
　前記吸気段の上流側又は該吸気段で前記ガス流に前記軽量ガスよりも重いパージガスを
付加して、前記排気段から該吸気段に向う該軽量ガスの移動を抑制すると共に前記ポンプ
内の凝縮性化学種の凝縮を抑制するためのパージガス供給源と、
　を含むことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記排気段は、前記吸気段の容積のせいぜい１／３の容積を有する、請求項１０に記載
の真空ポンピング装置。
【請求項１２】
　前記排気段は、前記吸気段の容積のせいぜい１／５の容積を有する、請求項１０又は請
求項１１に記載の真空ポンピング装置。
【請求項１３】
　前記パージガス供給源は、前記軽量ガスが少なくとも２０ｓｌｍの流量を有する時に少
なくとも１０ｓｌｍの割合で前記ガス流にパージガスを付加するように構成されている、
請求項１０から請求項１２のいずれか１項に記載の真空ポンピング装置。
【請求項１４】
　前記ポンプは、少なくとも３つの段を含む、請求項１０から請求項１３のいずれか１項
に記載の真空ポンピング装置。
【請求項１５】
　前記パージガスは、窒素を含む、請求項１０から請求項１４のいずれか１項に記載の真
空ポンピング装置。
【請求項１６】
　前記パージガス供給源は、前記ポンプの段と段の間で該ポンプに更なるパージガスを供
給するように構成されている、請求項１０から請求項１５のいずれか１項に記載の真空ポ
ンピング装置。
【請求項１７】
　前記パージガス供給源は、前記軽量ガスが少なくとも５０ｓｌｍの流量を有する時に前
記ポンプに前記更なるパージガスを少なくとも２０ｓｌｍの割合で供給するように構成さ
れている、請求項１０又は請求項１６に記載の真空ポンピング装置。
【請求項１８】
　前記ポンプは、多段回転子アセンブリを収容する固定子を含み、任意の段が、互いに噛
み合ったＲｏｏｔｓ又はＮｏｒｔｈｅｙ回転子構成要素を含む、請求項１０から請求項１
７のいずれか１項に記載の真空ポンピング装置。
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